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小鹿野文化センター舞台音響設備改修工事



（１）動力制御盤及び開閉器箱の塗装色は、監督員の指定した色とする。負荷

　　３　この特記仕様書に疑義等が生じた場合については、別途監督員と協議するものとする。

　　　議するものとする。

　　２　受注者は、舗装版切断時に濁水を生じない工法を使用する場合においては、事前に監督員と協

　　　更の対象としないものとする。

第５条　濁水処理量については、舗装版の切断延長や切断厚が変わった場合を除き、原則として設計変

ｺﾝｾﾝﾄ、電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ、直列ﾕﾆｯﾄ
２,０００

１,８００

〃

　　　　　取付高さ（ｍｍ）

・　自動閉鎖設備

〃

・　自動火災報知設備

・　発電設備

・　防犯、入退室管理設備

・　構内情報通信網設備

・　駐車場管制設備

１,０００

・　構内交換設備

一　　般

１,２００

副課長

・　監視カメラ設備

・　テレビ共同受信設備

・　テレビ電波障害防除設備

担　当

２,０００

台上～中心

課　長

　壁付、壁掛型の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として次のとおりとする。

２.４　取付高さ

分電盤、制御盤、開閉器箱

防水型コンセント

復帰ボタン（　　〃　　　）

呼出ボタン（身体障害者用）

設計年月日 図面番号図　　名

〃

工　事　名　称縮　尺

〃

舗装版切断時に発生する濁水の処理に係る特記仕様書

（一般）

２,０００

　〃　　（身体障害者用）

スイッチ（一般）

２,０００

・　ガス漏れ火災警報設備

   １５０

   ２００（和室）

   ３００

   １５０

〃 (上端1,900以下)1,500

　　

１,１００

・　電話配管設備

・　中央監視制御設備

１,３００

〃

・　昇降機設備

床上～中心

   ５００床上～中心

   ４００

廊下表示灯（　　〃　　　）

　　　　　　　　　〃　　　　　　　

主　査

   ９００

主　幹

(上端1,900以下)1,500

２,０００

１,８００

〃

   ５００

・　静止型電源設備

・　受変電設備

・　雷保護設備

・　電熱設備

・　動力設備

・　電灯コンセント設備
〃

測　　点

・　情報表示設備

・　映像、音響設備

名　　　　　　　　称

   ５００

・　拡声設備（非常放送設備）

   ９００

・　誘導支援、呼出し設備

県営住宅

〃

ＮＳ

１.５　指定部分　　　・ 無　　・有（　　　　　　　　　工期：平成　　年　　月　　日）

１.６　主任技術者又は監理技術者の専任期間（建設業法により必要になった場合）

　　　１　専任期間の始期

　　　　　請負契約締結の日から、(・現場施工に着手するまで（現場事務所の設置、資機材の搬入

　　　　　又は仮設工事等が開始されるまで）の期間　・平成　　年　　月　　日までの期間）については、

　　　　　主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

　　　２　専任期間の終期

　　　　　工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合は除く。）、事務手続き、

　　　　　後片付けのみが残っている場合は、主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

　　　３　専任期間の中断

　　　　　自然災害の発生又は埋蔵文化財調査等により発注者からの通知により、

　　　　　工事を全面的に一時中止にしている場合は、主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

１.７　建物概要

　すべて受注者の負担とし、構内につくることができる。

　取外し再使用機材は、清掃及び絶縁抵抗測定等を行い、機能が良好なことを

確認した上で取付る。なお、その測定結果表を監督員に提出する。

　　法の適用

　　電子納品

　完成図書の電子納品ガイドライン　　※　適用する　　・適用しない

　完成図の表紙及び背表紙には、工事名、受・発注者名、完成年月を記載する

こと。また、完成図の中に主要機器一覧表（名称、製造者名、形式、容量又は

　※別契約の関連工事の受注者が定着したものは無償で使用できる。

　・本工事とする。

　建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律の適用について

　※　適用する（契約金額による）　・　適用しない

出力、数量等）を記載すること。

※処理に先立ち計画書を提出し、処理後は調書を提出すること。

（４）特別管理産業廃棄物　（　　　　　　　　　　　　）

　蛍光管等は再資源化施設等に搬入し、全てリサイクルするものとする。

（１）引渡しを要するもの　（　　　　　　　　　　　　）

（構外搬出処理費は、※本工事　・別途）

　引渡を要するもの以外は構外に搬出し、適切に処理する。

（３）再生資源化を図るもの（蛍光管　　　　　　　　　）

（２）買取処分をするもの　（銅屑・鉄屑　　　　　　　）

　　　塗装

また、屋外で溶融亜鉛メッキ電線管を使用する場合は、塗装を行わない。

　盤等の鍵は、既存盤及び別途工事の鍵との整合を極力図るものとする。

　　 敷き均し土　　 　　 　　　管　　種　　別　　　　　　

（１）管路等の敷設に伴う敷き均し土は、標準仕様書のほか下記及び図面特記

　露出配管は原則として塗装を行う。ただし、機械室、倉庫等の露出配管は塗

装を行わない。

３　その他
３．１　他工事との取合区分

　　　　発注図又は工事区分表による。

３．２　図面上の縮尺

３．３　疑義

　　　　本特記仕様書、特別共通仕様書及び標準仕様書等において疑義が生じた場合は、

　　　　監督員と協議するものとする。

第１条　この特記仕様書は、埼玉県電気設備工事特別共通仕様書に定めるもののほか、アスファルト

　　　舗装版切断時に発生する濁水（以下「濁水」という。）の処理に関し必要な事項を定めるもの

　　　である。

第２条　受注者は、回収した濁水を次のとおり処理するものとする。

　　　　・種類及び処理量　　汚泥（油分を含む汚泥）　　．　m3
　　　　・中間処理施設　　　　　　市　　　地内、（株）

　　　　・処理方法　　　　　・中間処理後、最終処分場に搬入（処理に焼却又は溶融含まず）

　　　　・中間処理後、最終処分場又は再資源化（処理に焼却又は溶融を含む）

　　２　受注者は、別の中間処理施設を選定する場合には、事前に監督員と協議するものとする。

第３条　受注者は、舗装版切断作業を行いながら濁水を可能な限り回収し、作業後速やかに回収した

　　　濁水を産業廃棄物の汚泥（油分を含む汚泥）として中間処理施設に運搬及び処理するものとす

　　　る。

　　２　受注者は、汚泥の中間処理業の許可を受けている業者と産業廃棄物処分委託契約を締結しな

　　　ければならないものとする。

　　３　受注者は、自ら運搬を行う場合を除き、汚泥の収集運搬業の許可を受けている業者と産業廃

　　　棄物収集運搬委託契約を締結しなければならないものとする。

　　４　受注者は、濁水の処理に関する履行について、廃棄物の処理及び清掃に関する法律において

　　　定める産業廃棄物管理票（以下「マニフェスト」という。）により管理するものとする。

第４条　受注者は、施工計画書において、濁水の回収、運搬及び処理に関する方法を定めなければな

　　　した委託契約書の写し及び許可証の写しを添付すること。

　　による。

（２）地中電線路には、ケーブル埋設標及び標識シートを設ける。ただし、低

　　圧・弱電回路の標識シートは図面特記による。

（台上）　　　　　　　　　〃　　　　　　　

　〃　　（人感センサー切換用）

端子盤

　ただし、見えかかり部の塗装については監督員の指示による。

 　　 良質土　　　 

　　硬質ビニル電線管（VE）

　　耐衝撃性塩化ビニル管（HIVE）

　　波付硬質合成樹脂管（FEP）

　　ポリエチレン被覆鋼管（PLP）

　本工事に必要な電力及び水などの費用は、受注者の負担とする。

２.３　工事別一般事項（特記事項選択項目は、○印のついたものを適用する）

　　項　　　　　目　　 　　　　　 　　　　　特　　　　記　　　　事　　　　項　　　　　　　　　　 

１　電灯コンセント

　　設備

（１）配線器具

　トは複式を使用してもよい。

　　スイッチ・壁付コンセント(2P15A)は連用形とする。なお、２口コンセン

　本工事で　・設ける（規模　　　　　　　　　）　※設けない

　受注者は工事目的物及び工事材料について工事完成期日後１４日まで、これを

る。
火災が保障対象になっている組立保険等にかけて、証書の写しを監督員に提出す

１.４　工事科目（○印の付いたものを適用する）

１.８　工事概要

２　工事仕様
２.１　共通仕様

（１）この工事は特記仕様書、図面によるほか、埼玉県電気設備工事特別共通仕様書（以下「特別共通仕様書」

　　という。）、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）、
　　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）、公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）

　　（以下「標準仕様書等」という。）及び監督員の指示に従い施工する。
　　　なお、県営住宅の場合は、公共住宅建設工事共通仕様書、機材の品質・性能基準を最優先とする。

２.２　特記仕様（特記事項の選択項目は、○印のついたものがなければ※印を適用し、・印のものは適用しない。

・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。）

項　　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、それぞれの特別共通仕様書及び標準仕様書等を適用する。

（３）法令・基準・仕様書等は、原則として施工時において最新のものを適用する。

とする。なお、資材名、製造所名および発注先を記載した報告書を監督員に提

出し承諾を受けるものとする。
　使用機材等については、アスベスト含有の有無を確認し、アスベストを含む

機材等は使用しないこと。
　「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく特定調達品
目に該当する機材を使用する場合は、原則として、その判断の基準、配慮事項
を満たすこと。
　調達する工事材料は、埼玉県産とするよう努めるものとする。

　本工事に使用する機材等は、設計図書に規定するもの又はこれと同等のもの

　・上記以外の時間に施工する場合は事前に監督員と協議すること。

　※行政機関の休日に関する法律（S63第91号）に定める行政機関の休日以外。

施工時間

３　工事用電力・水

２　施工条件

１　機材等

４　工事用仮設物

５　足場・さんばし類

６　監督員事務所

７　保　　険

８　再使用機材

９　建設リサイクル

１０　完成図書の

１１　発生材処理

１２　金属電線管の

１３　鍵

１４　地中電線路

　　　らないものとする。また、中間処理業者及び収集運搬業者と第3条第3項及び第4項に基づき締結

　　２　受注者は、工事検査時にマニフェスト原本を提示する。

電気設備工事特記仕様書
１　工事概要

１.３　工　　期　

１.２　工事場所
１.１　工 事 名

１.９　同時期発注の関連工事　　・　建築工事　　　・　機械設備工事

　　以上のことを留意し、工程管理、安全管理に万全を期すること。

　　　行先の表示

　ハンドホール、プルボックス及び主要なアウトレットボックス内の電線・ケ

　湿気の多い場所、水を使用する場所及び屋外は、圧着接続し自己融着テープ

　上記以外の場所においては、屋内配線用電線コネクタによる接続をしてもよ

い。ただし、接続はボックス内とする。

したねじなし工法としてもよい。

　屋外におけるケーブルの保護管に用いる厚鋼電線管の接続は、防水処置を施

　埋戻し後の建設残土は、監督員が指示する構内の場所に敷き均しとする。

　再生砂使用に先立ち、１購入あたり１検体の六価クロム溶出試験を行い土壌

の汚染に係る環境基準に適合することを確認すること。

　　　アスコン

を巻き付けたうえで絶縁テープ巻きとする。

得た上で、　・使用できる。　　※使用できない。

　契約図書中の山砂の類、砂利、砕石及びアスコンに代替し、監督員の了解を

１５　回路の種別

１６　電線の接続

１７　電線管の接続

１８　残土処分

１９　再生砂・再生

　施工は、（一社）日本建築あと施工アンカー協会の資格を有するもの、又は

　金属拡張系アンカーの場合は、所定の穿孔深さ、拡張の完了がわかる記録を

十分な技能及び経験を有した者が行うこと。

　接着系アンカーの場合は、所定の穿孔深さ、清掃状況、マーキング、カプセル

添付すること。

こと。

　（原則として、接着系アンカーは吊り支持に使用しないものとする。）

挿入、埋込みの完了が分かる記録を添付すること。

アンカーボルトを選定すること。

　設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針　2014年版」（独立行政

法人建築研究所監修）による。

　なお、施工に際し、耐震強度計算書を監督員に提出し、承諾を受けるものと

する。

（１）設計用水平地震力

　機器の重量［kgf］に、設計用水平震度を乗じたものとする。

【備　考】（※１）：水槽類には、オイルタンク等を含む。

　なお、特記なき場合、設計用水平震度は、次による。

（２）設計用鉛直地震力

　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　重要機器

　　・配電盤　・発電装置(防災用) ・直流電源装置 ・交流無停電電源装置

　　・交換機　・火災報知器受信機 ・中央監視装置 ・太陽光発電装置

　上層階の定義は次による。

　　2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層２階、10～12階建の場合

　は上層３階、13階建以上の場合は上層４階とする。

機器種別

2.0          2.0

水　槽　類

防振支持の機器

（※１）

 1.0          1.0 

1.5          1.0

水　槽　類

防振支持の機器

1.5          1.0

1.5          1.5

1.5          1.0

（※１）

1.0          0.6

2.0          1.5

水　槽　類

防振支持の機器

中間階

1.5          1.0

　設置場所

地下・１階

機　　　　　器

上層階

1.5          1.0

1.0          0.6

屋上及び塔屋

機　　　　　器

1.5          1.0

（※１）

0.6          0.4

2.0          1.5

1.0          0.6

2.0          1.5

1.0          0.6

1.0          0.6

設計用標準水平震度

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

　　し、監督員の承諾を受ける。

（１）施工に先立って建築及び関連設備の業者と打合せのうえで施工図を作成

（２）本工事に使用する製作品は、事前に製作図を監督員に提出し、承諾後製

　　作する。

（３）本工事に使用する機器は、事前に性能等を記した機器仕様書を監督員に

　　提出し、承諾後施工する。

  （１）内部足場　※ 脚立足場　　　

※足場を設ける場合は、「「手すり先行工法等に関するガイドライン」につい

　て」（厚生労働省基発第0424001号平成21年4月24日）の「手すり先行工法等

　に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基

　準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組

　立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関

　する基準」の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により

　行うものとする。

  本工事で単独に必要となる足場は、下記により設ける。

　機器・配管等の据付けにおけるあと施工アンカーの使用については、監督員

　の承諾を受けるものとする。

　重量１００ｋｇを超える機器の耐震支持については、耐震計算書を添付し、

　あと施工アンカーの試験は、アンカーの種類毎に１か所引張試験を実施する

を実施してから、ダイヤモンドカッターを使用すること。

　既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴明けは、原則としてＸ線撮影調査

特定の施設 一般の施設

機　　　　　器

２０　耐震施工

２１　あと施工アンカー

２２　はつり

２３　改修部分の足場

２４　その他

（３）地中電線路の敷設は管路式とし、埋設深さは地表面（舗装する部分では
　　路盤材下面）から配管の上端まで原則、600mmとする。ただし、公道への

　ーブルには、回路の種別、行先の表示を行う。

（８）受注者は、施工にあたって施設運営に支障の無いように綿密に打合せを

（４）本工事にかかる官公庁への諸手続はすべて受注者が代行し、その費用は

　　受注者の負担とする。

（５）特記なき電線・ケーブルは、原則としてエコマテリアル電線・ケーブル

　　とし、露出部分に使用する場合は耐紫外線性能を有するものとする。

（６）改修工事等を施工する場合、施工する前後に工事対象箇所の写真撮影を

　　行う。また、既設ケーブル等は施工前後に絶縁抵抗、伝送品質等の測定

　　を行い、試験記録を提出する。

（７）調達する工事材料は、埼玉県産とするよう努めるものとする。

　　行うこと。

（９）本工事における停電措置が必要な場合、事前に計画書を電気主任技術者

※以下は、高等学校および特別支援学校の改修工事（夏休み工事）に適用する。

　　期間に設定すること。

（10）騒音振動など周辺に甚大な影響のある工事については原則として夏休み

　　に提出する。また、停電操作・安全処置は受注者が行い、その費用は受注

　　者の負担とする。

　　引込み管路等の埋設深さについては、供給事業者と協議のうえ決定する。

　　コンセント器具に具備されている送り配線端子は使用してはならない。

（２）照明器具

　　防災用照明器具は、建築基準法による非常用照明器具及び消防法による誘

　導灯とし、関係法令に適合したものとする。

（３）照度測定

　　電灯設備工事に際し、新営工事の場合は新設後の、改修工事の場合は改修

　前と改修後の照度測定を下記基準により実施すること。

　　・　学校環境衛生基準

　　・　JIS C 7612 「照度測定方法」

　　分電盤の塗装色は、監督員の指定した色とする。

　　天井又は壁埋込みの場合のボックスは、塗りしろカバーと仕上り面とが

　１０ｍｍ程度以上離れる場合は継枠を使用する。ただし、ボード張りで、ボ

　ード裏面と塗りしろカバーの間が離れないように施工した場合は、継枠を必

　要としない。

　　ケーブルころがし配線で、位置ボックスの図面特記がなく、かつ、照明器

　具に送り配線端子が具備されている場合は、位置ボックスを省略しても良い。

２　動力設備

　　用送り端子台は１負荷につきＵ・Ｖ・Ｗ・Ｅの４Ｐを原則とする。

（２）電動機等各負荷までの接続は、本工事とする。ただし、制御盤以降が別

　　途工事の場合は、当該制御盤の電源側接続までとする。

（４）分電盤

（５）継枠

（６）位置ボックスの省略

　　フラッシュプレートは原則としてステンレス又は新金属を使用する。

局線電話の引込位置は、第一種電気通信事業者と打合せのうえで施工する。

　　ガス漏れ火災警報

　　設備、拡声設備

　　（非常放送設備）

（１）所轄する消防署と打合せのうえ、各関係条例等に従い施工する。

（２）総合盤内の接続は端子を使用し、回路名を記入しておくものとする。

（３）ガス漏れ警報設備の動作試験は、原則としてガス納入業者立会いのうえ

　　で行うものとする。

準仕様書（機械設備工事編）による。

　特記なき場合の施工は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標

　なお、県営住宅の場合は、公共住宅建設工事共通仕様書による。

・　燃料電池発電装置　　　・　熱併給(ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ)発電装置

・　太陽光発電装置　　　　・　風力発電装置

・　（概要）

・　ガスタービン発電装置　・　マイクロガスタービン発電装置

・　ディーゼル発電装置　　・　ガスエンジン発電装置

ネットワーク機器を盤内等に収納する場合は、放熱、耐塵等を考慮する。

　　網設備

　　設備

・直流電源装置　　・交流無停電電源装置

・（概要）

高 圧 引 込

負荷開閉器(PAS)

変圧器設備容量

柱上用高圧気中

受 電 電 圧

主 遮 断 装 置

引込み口は、設計図に示された位置を電力会社に

再確認する。また、ケーブル等の埋設及び、その

端末処理は監督員の立会いのうえで施工する。

（端末処理　　・耐塩用　　　　・一般用　　）

交流３相３線式　６.６kV　５０Hz

定格電圧　７．２kV　　定格電流　　　A

定格電圧　　　　kV　　定格遮断電流　　　kA

動力用　　　　　kVA×　　台　　　　

電灯用　　　　　kVA×　　台　

高圧進相コンデンサ　　　　kVar×　　台

直列リアクトル　　・６％　　・１３％

　　　　　　　　　　kVar×　　台

３　雷保護設備

４　受変電設備

受雷部突針はＬＲ１とする。

５　構内情報通信

６　静止型電源

７　発電設備

８　構内交換設備

９　自動火災報知設備、

１０　昇降機設備

　プレートを使用することができる。

2020.4

　　　　図面上の縮尺は、ＪＩＳ　Ａ１版とした縮尺とする。

  （２）外部足場　※ Ａ種(枠組足場) ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・Ｅ種 ・Ｆ種

 　　　現場施工期間
　　　　　　　　　　　現場施工期間は、施設管理者との調整により変更することがある。

小鹿野町

小鹿野町小鹿野地内

鉄筋コンクリート造　地下1階　地上2階建て　

　町営住宅の完成図の提出部数は、Ａ３二つ折り５部とする。

　　ただし、町営住宅における住戸内のフラッシュプレートついては、樹脂

小鹿野文化センター音響設備改修工事

001-1

・ 
仮設工事　1式、音響設備改修工事　1式

パワーアンプ架更新・ プロセニアムスピーカー、サイドスピーカー更新

運営モニター系スピーカー更新・ 上記更新に伴う配管配線工事・ 

小鹿野文化センター音響設備改修工事 電気設備工事特記仕様書(1)

契　　　　約　　　　日　から　令和　３年　２月２６日　まで

契　　　　約　　　　日　から　令和　３年　２月２６日　まで



国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「電気設備工事監理指針」最新年度版

国土交通省大臣官房官庁営繕部設備課監修「建築設備設計基準」最新年度版

「懸垂物安全指針・同解説」（（財）日本建築センター）」

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）」最新年度版

「建築設備耐震設計・施工指針」（（財）日本建築センター）」最新年度版

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

優先順位 １）質疑応答書 ２）現場指示事項 ３）本設計図 ４）共通仕様

諸手続き 本工事に要する諸関係官公庁への手続きは請負者において遅滞なく履行する。また、これらに要する費用並びに

書類の作成は本工事に含む。

改修前電気音響

補償および保証 補償：工事期間中、本工事用資材・機器等の盗難、紛失、消失等の損害、本工事が原因となり発生する損壊部の

修復に要する一切の費用等は、請負者の負担とする。

保証：本設備の瑕疵保証期間は、引渡日より１ヵ年とする。・ 

消耗品、および取扱不備が原因による破損、故障については保証の対象とはしない。

・ 

・ 

保証期間内における音響機器の内部ソフトウェアやファームウェアのヴァージョン管理・更新は請負者が行う・ 

ものとする。

引渡し後の保守・サービスについては別途契約するものとする。・ 

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）」最新年度版

電気音響性能確認・調整・測定時の条件を以下に示す。

・ 騒音のない状態で行う。

・ 舞台関係の幕類および客席椅子が設置された状態で行う。

・ 音響調整はＦＦＴベースのアナライザー（ＳＩＭ、Ｓｍａａｒｔ等）を用いて行う。

・ 測定に使用する測定器は校正されたものを使用する。（校正証明書を提示すること）

動作スピーカー　： プロセニアムスピーカー、サイドスピーカー

本工事の特記仕様書および図面に記載なき事項は、必要に応じ下記に定める仕様書、標準図等を適用する。

劇場等演出空間電気設備指針2014　（一般社団法人電気設備学会　公益社団法人劇場演出空間技術協会）

共通仕様・ 

・ および適用基準

スピーカー

客席天井内スピーカー周辺には吸音性の高いフェルト材などによる遮光処理を行う。

スピーカー室は建築吸音処理がなされ、小型スピーカーボックスにはスピーカー取付後にフェルト材または

吸音材（グラスウール等）を充填する。

ホール内スピーカーは取付後の音響調整時にスピーカー方向の調整を行うため、±５°程度の調整可能な施工を

行う。

スピーカーは内装仕上げ材やその下地材に接触しないように取付ける。

スピーカーの振れ止めワイヤーは構造体より支持し、内装仕上げ材やその下地材に取付けないようにする。・ 

スピーカー吊り下地材は、適度な安全率と十分な強度で建築構造体に堅固に取付ける。・ 

ホール内スピーカー取付に使用するナットはダブルナットを基本とし、施工上困難な場合は監督員と協議の上、・ 

シングルナットに緩み止め処理を行い、まし締めのあとマーキング処理を行う。その上でワイヤーなどによる

落下防止処理を行う。必要に応じ振止処置を行う。

・ 

・ 

・ 

音響機器の取付の際、音響機器筐体と躯体は電気的に絶縁し、音響機器の接地は音響用Ｃ種接地に接続する。

収納架をチャンネルベースなどに固定する場合や転倒防止を施す場合などには絶縁シート、絶縁スリーブ

コネクター盤は筐体を共通Ｃ種または共通Ｄ種で接地し、コネクター盤に使用されるコネクターの信号回路は

コネクター盤筐体と絶縁する。（コネクターのＧＮＤ端子はコネクター盤の筐体と絶縁する）

すべての接続ケーブルの両端には、行き先および機器入出力名称を表示札などで表示をする。

工場製作する設備は現場搬入前に製作工場にて所定の性能に調整後に、検査は工事完了後を想定した自主検査を

● 数量／外観／寸法検査

監督員より承諾をうけた納入仕様書に基づき機器の数量・外観寸法・仕上げ検査を行う。

構成機器についてはシリアルＮｏ管理を行う。寸法公差はＪＩＳＢ０４０５　粗級（ｃ）に準ずる。

構造検査

機能検査

監督員より承諾をうけた納入仕様書に基づき機器を動作させ、設備の動作について検査を行う。

性能検査

●

●

●

・ マイクロホン回路、スピーカー回路極性特性

全てのマイクロホン回路、スピーカー回路についてレベル、極性共に正常であることを確認する。

マイクロホン回路、スピーカー回路絶縁抵抗

全てのマイクロホン回路、スピーカー回路について各極性間の絶縁抵抗を測定し、５ＭΩ以上であること

を確認する。

・ 

ネットワーク回線規格性能試験

全てのネットワーク回線について測定を行い、測定データを確認する。

・ 

・ インバーター等外来ノイズの混入がないことの確認

・ スイッチ類、アッテネーター、フェーダー、ボリューム等正常動作のチェック

・ 音声モニターの適切な音量の確認

・ 非常放送設備との連動動作の確認

・ 設置スピーカーから拡声した際にスピーカー取付支持材のビリツキがないことの確認

・ 収納架の転倒防止措置及び懸垂物への落下防止措置の確認

監督員より承諾をうけた納入仕様書に基づき、機器配置・機器取付、内部配線状態を目視により確認をする。

音響用接地 ・ 

・ 

を使用するなど、特に注意をする。

共通接地

線札表示等

行う。検査にはテストケーブルを製作、接続し総合試験を行う。その結果は報告書にまとめ提出する。

工場自主検査

検査項目・内容

施工状況・ 

動作確認検査

シールド付ツイストペアケーブル（ＳＴＰ）用コネクターのシールドは、コネクター盤の筺体と絶縁する。・ 

・ 機器設置状況、取付、結線状況の確認

・ 音声ネットワーク伝送設定、信号伝送状況の確認

機能検査

性能検査

機器を動作させ、所定の機能を満足するか検査を行う。製作工場検査の機能検査と同じ内容で検査を行う。

・ スピーカー回路極性特性

パワーアンプより各スピーカーまでのスピーカー回路について、レベル、極性共に問題がないことを確認する。

スピーカー回路絶縁抵抗

スピーカー回路について各極性間の絶縁抵抗を測定し、５ＭΩ以上であることを確認する。

・ 

・ スピーカー極性

設置したスピーカーへ測定用信号をパワーアンプより入力し、スピーカーの極性に問題ないことを確認する。

音響調整・ 

測定要領

本工事に着手するにあたり、下記の項目について着手前に既存音響設備の電気音響性能を確認する。

性能の確認

施工を完了し、自主検査を実施した後、下記に示す調整・測定項目について音響調整・測定を行う。施工後電気音響

調整・測定

その際の動作スピーカーを以下に示す。測定における条件は目標と同等とする。

動作スピーカー　： プロセニアムスピーカー、サイドスピーカー

性能確認の際の音響設備の設定は実使用状態（通常運用設定）での確認とする。

納入機種の選定

が図れる場合には積極的に提案し、監督員と協議を行う。

・ 

納入機器（製作品を含む）については納入仕様書を提出し、監督員の承諾を得る。・ 

音響機器は開発、およびモデルチェンジサイクルが短いので、本設計図書に挙げられた仕様の機器・器具に・ 

ついては施工・納品時に生産が完了、もしくは同仕様でより高性能・高機能の製品が開発、販売されている場合、

監督員と協議の上、これを新製品に変更することができる。また、新たな技術によってシステムの向上、合理化

機器類の取付にあたっては、機器の劣化を防止するため、完工時までの間にほこり、鉄粉、過度の湿気、熱気等に

さらされない対策を講じる。

取付機器の保護

工事完了後、ホールスタッフに対して機器の取扱、操作方法、緊急時の対処方法、日常保守方法、その他

詳細な説明（トレーニング）を行う。

取扱説明 ・ 

・ 説明の時期や形態、説明書の有無や部数については監督員、もしくは運営スタッフと協議する。

調整は聴感による調整も行い、用途に適した音量・音質を得られるようにする。

測定にあたって測定計画、要領について計画書を作成し、事前に監督員の確認をうける。

また調整、測定後はその結果を報告書（測定データ・設定データ等）にまとめ提出する。

調整・測定は本ホール客席数と同等以上の劇場、ホールの音響調整・測定を行なった経験を有する者、もしくは

同経験を有する者の立会いの下に行う。

●

●

●

マイクロホン回路など低レベル信号回路に使用する配線は、編組シールドまたはアルミラップシールド付より線

ケーブルを使用する。また配線は４芯構造とし、接地された金属管または金属ダクトによりシールドする。

端末から端末まで通し配線とし、途中アウトレットボックス等でジョイント・接続部を設けてはならない。

ただし、ハイインピーダンススピーカー配線はこの限りではない。

他設備との整合

マイクロホン

回路の施工

その他

ノイズ発生時

の対策

舞台音響設備にてノイズを確認した場合は、発生源側でノイズ発生原因に対して対策を施すものとする。

ただし、舞台音響設備は可能な限り外部からノイズを受けないよう充分留意、検討し工事を行う。

同一の金属ダクトに音響専用電源を含む場合、同配線はマイクロホン回路系とはできる限り離隔する。金属ダクト

同一配管内に音響専用電源とマイクロホン回路系配線を混在させない。配管

・ 舞台音響設備配管配線ルートは、強電回線、舞台照明配線、インバーター回線と十分な離隔距離が確保される

よう、十分留意する。やむを得ず離隔距離が取れない場合は、双方の配管が平行とならないように留意する。

・ 舞台音響設備配管配線ルートはトランス、配電盤等の強電機器と十分な離隔距離が確保されるよう調整する。

各機器の取付および接続完了後、施工状況および動作確認自主検査を行い正常動作を確認する。

異常があった場合には監督員に報告の上、直ちに調整、修理あるいは部品交換などの処理を行う。

自主検査の結果は報告書にまとめ、提出する。特に留意する確認項目を以下に示す。

「電気設備技術基準」および「電気設備の技術基準の解釈」

国土交通省　官庁施設の総合耐震・対津波計画基準　最新年度版

「劇場等演出空間における音響設備動作特性の測定方法（ＪＡＴＥＴ－Ｓ－６０１０：２０１６）」・ 

　（公益社団法人劇場演出空間技術協会）

舞台音響設備のホール空間を包括した目標音響性能値を以下に示す。目標音響性能

動作スピーカー　： プロセニアムスピーカー、サイドスピーカー、インフィルスピーカー

・ 伝送周波数特性

測定点

目標性能値

下手または上手側の半分の客席５０席につき１ポイントを目安とする

１６０Ｈｚ～５ｋＨｚにてバラツキ１０ｄＢ以内

・ 音圧レベル分布

測定点

目標性能値

下手または上手側の半分の客席４席、もしくは２ｍ×２ｍあたり１ポイントを

４ｋＨｚオクターブバンドにてバラツキ６ｄＢ以内

目安とする

・ 安全拡声利得

測定点

目標性能値

客席中央部

－１０ｄＢ以上

・ 最大再生音圧レベル

測定点

目標性能値

客席中央部

９５ｄＢ以上

・ 残留雑音レベル

測定点

目標性能値

客席中央部

ＮＣ２５以下

拡声マイクロホン位置 舞台前部中央、下手司会者位置

納入機種の選定は設計図書に準拠し、参考型番機種と同等品以上の機種とし長期間の使用において、性能・ 

機能・操作性が著しく低下しない機種を選定する。

カテゴリー５e以上のツイストペアケーブル、または光ファイバーケーブル（ＯＭ３以上またはＯＳ１以上）をネットワーク配線

使用すること。光ファイバーケーブルは多芯とし、予備回線を設けること。

機器を動作させ、所定の性能を満足するか検査を行う。・ 

機器製作工場検査の性能検査（オーバーオール特性検査）と同じ内容で検査を行う。

電源一次－筐体間絶縁抵抗試験・ 

電源一次－筐体間耐電圧試験・ 

測定器●

検査に使用する測定器は校正されたものを使用する。（校正証明書を提示すること）

検査方法及び性能は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）」

による。ただし、構成機器の破損を防止する必要がある場合は除外とする。

検査方法及び性能は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）」

による。ただし、構成機器の破損を防止する必要がある場合は除外とする。

各項目分析条件や、本仕様書に記載なきことは、「劇場等演出空間における音響設備動作特性の測定方法

（ＪＡＴＥＴ－Ｓ－６０１０：２０１６）」及び同解説書に準拠した測定条件とする。

測定項目　　　　： 伝送周波数特性

音圧レベル分布
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ＮＳ
小鹿野町

小鹿野文化センター音響設備改修工事

副課長 担　当課　長 縮　尺主　査主　幹 図面番号

001-2電気設備工事特記仕様書(2)



機　　器　　名　　称 仕　　　　　　　　　　様 参　　考　　型　　番番号 数　量機　　器　　名　　称 仕　　　　　　　　　　様 参　　考　　型　　番番号 数　量

※型番は参考とし、同等品以上とする

※仕様はメーカーカタログより引用

工事名称 縮 尺

002

図面名称

図面番号

設計番号

訂　正

A3:　－ 

A1:　－ 

機器構成表

1 音響調整卓 <1 式>

1) アナログミキサー 既設再利用 1 台 YAMAHA PM-3500

2) 調整卓電源 既設再利用 1 台

2 調整室モニタースピーカー <1 式>

1) パワードスピーカー 2Wayパワード、構成：5インチLFx1、1インチHFx1、 2 台 YAMAHA MSP5 STUDIO

アンプ定格出力 LF:40W（THD=0.02%,RL=4Ω）/HF:27W（THD=0.02%,RL=6Ω）、

最大出力音圧レベル 101dB SPL（1m）、周波数特性 50Hz～40kHz（-10dB）、質量 7.9kg

2) 専用ブラケット シーリングブラケット 2 台 YAMAHA BCS20-210

3 機器収納架1 <1 式>

1) パッチパネル 既設再利用 4 面

2) システムリモートパネル 特型、システム統括コントロール部 1 面

システム電源スイッチ（舞台音響設備）

　各システム電源スイッチは自照式ノンロック型、バリア付を使用する

　各システムの電源投入・切断の操作を行うスイッチで、システムを構成する各機器の電源を適正な順番、

　タイミングで投入と切断を行う（起動中はスイッチはフリッカ、ON時点灯、OFF時消灯）

スピーカー選択スイッチ：

　スイッチは自照式ノンロック型を使用、「スピーカー出力制御部」内のスピーカーリレーをリモート操作

　スピーカーON/OFFはスピーカー毎ON/OFFおよび選択されたスピーカーの系統一括ON/OFFを可能とする。

　また、ホール内のスピーカーを一括でOFFができるALL MUTE機能を備える。

非常放送起動表示

　非常放送設備から非常制御信号を受けた場合に全てのスピーカーリレーを切断し、非常放送中の表示

　（赤色フリッカ）を行う。

開演ブザー制御

　スイッチは自照式ノンロック型を使用、音源選曲（４曲程度）、スタート、ストップリモート制御

3) LANスイッチ インテリジェントL2スイッチ、LANポート数 16、コンソールポートx1、スイッチング容量 36Gbit/s、 2 台

ファンレス、電源内蔵（電源スイッチなし）、LANマップLight搭載、ラックマウント金具付

4) ネットワークコントローラー LANポートx3（10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T）※LAN1ポートは8ポートL2スイッチ 1 台

LANマップ、ダッシュボード機能、パワーオフログ保存機能、外部メモリー（USB/MicroSD）対応

電源内蔵、ラックマウント金具付

5) 無停電電源 瞬間停電対策用、入力 AC100V（50/60Hz）、出力 AC100V（50/60Hz）、出力容量 480W、自然空冷 1 台 YUTAKA UPS610SP

6) 電源ユニット 最大定格電流 合計40A、電源連動 x9、非連動x3、外部制御可能、非常放送信号対応 1 台 Panasonic WU-L67

7) 収納架 既設再利用、内部配線替え 1 架

4 パワーアンプ架 <1 式>

1) シグナルプロセッサー マイク/ライン入力x8、ステレオライン入力x2、アナログモノ出力x8、YDIF入出力端子、 1 台 YAMAHA MRX7-D

64イン64アウトDante入出力端子、再生用SDメモリーカードスロットx1付、プリセットメモリー 50個

2) 入出力ボックス 最大64イン64アウトDante/Mini-YGDAIカード変換対応、サンプリングレートコンバーター内蔵 1 台 YAMAHA Rsio64-D

3) 入出力カードA デジタル8系統入出力、24bit、96kHz対応、信号規格：AES/EBU、サンプリングレートコンバーター内蔵 1 枚 YAMAHA MY8-AE96S

4) 入出力カードB アナログ8系統入出力、24bit、96kHz対応 2 枚 YAMAHA MY8-ADDA96

5) パワーアンプA DSPエンジン内蔵、定格出力 800Wx4（8Ω,THD +N 0.5%以下、全チャンネル駆動）、 2 台 d&b audiotechnik 30D

S/N比 デジタル入力：106dBr以上/アナログ入力：104dBr以上

6) パワーアンプB 定格出力 1000Wx2（1kHz,8Ω）、消費電力 310W（1/8出力、4Ωピンクノイズ）、 3 台 YAMAHA PX10

SN比 101dB（A-weighted,8Ω）、全高調波歪率 0.1%以下（1kHz,10W出力）、

電圧利得 32dB（8Ω）、冷却ファン 2x16段階変速ファン、DSP機能内蔵

7) パワーアンプC 定格出力 300Wx2（1kHz,8Ω）、消費電力 160W（1/8出力、4Ωピンクノイズ）、 1 台 YAMAHA PX3

SN比 100dB（A-weighted,8Ω）、全高調波歪率 0.1%以下（1kHz,10W出力）、

電圧利得 32dB（8Ω）、冷却ファン 2x16段階変速ファン、DSP機能内蔵

9) 入出力パッチパネル 特型、回路数及び機能は系統図を参照、スルースイッチ付 1 面

10) 出力トランス部 特型、100V系 x2トランス、容量 200W 1 台

11) スピーカー出力制御部 特型、回路数及び機能は系統図を参照、 1 台

スルースイッチ,出力リレー付（非常断制御はリレー回路断による）、16回路

12) スピーカーパッチパネル 特型、回路数及び機能は系統図を参照 1 面

13) メイン電源制御部 特型、リモート開閉器（ブレーカー）使用、受電確認LED表示（全系統） 1 台

各電源制御部の総合制御部、電源起動時の設定や出力制御の設定、変更を行なえるものとする。

14) 端子部 特型、機器間接続ケーブル及び外線処理用 1 面

音声用角型マルチコネクター、スピーカー出力用ネジ端子、制御用コネクター付

15) 収納架 EIA規格19インチラック、組立配線含、転倒防止処置含 1 架

5 プロセニアムスピーカー <1 式>

1) スピーカーA 2Way、構成：8インチLFx2、1.4インチHFx1、指向角度 水平：75°,垂直：40°（90°回転可能）、 1 台 d&b audiotechnik Y7P

許容入力 400W（RMS）、最大音圧レベル 135dB（30D）、

周波数特性 59Hz～18kHz（-5dB）、インピーダンス 8Ω、質量 18kg

2) スピーカーB 2Way、構成：8インチLFx2、1.4インチHFx1、指向角度 水平：110°,垂直：40°、 1 台 d&b audiotechnik Y10P

許容入力 400W（RMS）、最大音圧レベル 134dB（30D）、

周波数特性 59Hz～18kHz（-5dB）、インピーダンス 8Ω、質量 18kg

3) 取付金具 1 式

6 サイドスピーカー <1 式>

1) スピーカーA 2Way、構成：8インチLFx2、1.4インチHFx1、指向角度 水平：75°,垂直：40°（90°回転可能）、 2 台 d&b audiotechnik Y7P

許容入力 400W（RMS）、最大音圧レベル 135dB（30D）、

周波数特性 59Hz～18kHz（-5dB）、インピーダンス 8Ω、質量 18kg

2) スピーカーB 同軸2Way、構成：8インチLFx1、1インチHFx1、指向角度 100°円錐、許容入力 150W（RMS）、 2 台 d&b audiotechnik 8S

最大音圧レベル 127dB（30D）、周波数特性 70Hz～20kHz（-5dB）、インピーダンス 16Ω、質量 7.4kg

3) サブウーハー 構成：18インチドライバーx1、許容入力 400W（RMS）、 2 台 d&b audiotechnik 18S-SUB

最大音圧レベル 132dBD（30D）、周波数特性 37～140Hz（-5dB）、インピーダンス 8Ω、質量 32kg

4) キャスター台 特型、固定金具付き 2 台 特型

7 固定はねかえりスピーカー <1 式>

1) スピーカー 2Way、構成：15インチLFx1、2インチHFx1、指向角度 90°(水平)x50°(垂直)、許容入力 800W(PGM)、 2 台 YAMAHA CZR15

最大音圧レベル 129dB(Peak、Passive)、周波数特性 33Hz～20kHz(-10dB)、インピーダンス 8Ω

クロスオーバー 2kHz、重量 21.3kg

2) 取付金具 2 台

8 移動型スピーカー <1 式>

1) スピーカー 2Way、構成：12インチLFx1、2インチHFx1、指向角度 90°(水平)x60°(垂直)、許容入力 800W(PGM)、 4 台 YAMAHA CZR12

最大音圧レベル 129dB(Peak、Passive)、周波数特性 38Hz～20kHz(-10dB)、インピーダンス 8Ω

クロスオーバー 2kHz、重量 18.0kg

2) スピーカースタンド ハンドル・プッシュボタン方式、高さ調整範囲 1385～2180mm 4 本 K&M ST21300002B

9 ロビー系スピーカー <1 式>

1) スピーカー 構成：11.5cmフルレンジx1、指向角度 130°円錐、許容入力 80W（PGM）、 7 台 YAMAHA VXC5F

音圧レベル 89dB SPL（1W,1m）、周波数特性 60Hz～20kHz（-10dB）、

インピーダンス Lo-Z：8Ω,100系：330Ω(30W)/670Ω(15W)/1.3kΩ(7.5W),

               70系：170Ω(30W)/330Ω(15W)/670Ω(7.5W)/1.3kΩ(3.8W)、質量 3.1kg

10 楽屋系スピーカー <1 式>

1) スピーカー 構成：11.5cmフルレンジx1、指向角度 130°円錐、許容入力 80W（PGM）、 2 台 YAMAHA VXC5F

音圧レベル 89dB SPL（1W,1m）、周波数特性 60Hz～20kHz（-10dB）、

インピーダンス Lo-Z：8Ω,100系：330Ω(30W)/670Ω(15W)/1.3kΩ(7.5W),

               70系：170Ω(30W)/330Ω(15W)/670Ω(7.5W)/1.3kΩ(3.8W)、質量 3.1kg

2) 音量調整器 入力容量 0.5～6W、音量調節 5段階 2 面 TOA AT-063A+ﾌ

11 調光系スピーカー <1 式>

1) パワードスピーカー 2Wayパワード、構成：5インチLFx1、1インチHFx1、 2 台 YAMAHA MSP5 STUDIO

アンプ定格出力 LF:40W（THD=0.02%,RL=4Ω）/HF:27W（THD=0.02%,RL=6Ω）、

最大出力音圧レベル 101dB SPL（1m）、周波数特性 50Hz～40kHz（-10dB）、質量 7.9kg

12 コネクター盤類 <1 式>

1) スピーカーコネクタープレート 2 面

2) ラインコネクタープレート 特型、回路数は系統図及び姿図を参照、プレート：2連新金属プレート 2 面

3) ACコンセントプレート 特型、回路数は系統図及び姿図を参照、プレート：1連新金属プレート 2 面

13 ケーブル類 <1 式>

1) スピーカーパッチケーブル NL4 - NL4、4心スピーカーケーブル、1m 4 本

2) スピーカーケーブルA NL4 - NL4、4心スピーカーケーブル、10m 4 本

3) スピーカーケーブルB NL4 - NL4、4心スピーカーケーブル、20m 2 本

14 小物類 <1 式>

1) 中継アダプター スピーカーケーブル中継用アダプター 4 個

8) 開演ブザー装置 記録メディア：SD/SDHC/SDXCカード,USBメモリー、録音再生ファイル形式：WAV,MP3、ステレオ2ch、 1 台 TASCAM

XLRアナログバランス/RCAアナログバランス入出力、デジタル入出力

チャイム音源（ブザー+メロディ4曲）を組込、予備用音源CD付

特型、回路数は系統図及び姿図を参照、プレート：2連新金属プレート

特型、使用部材等は取付図参照

特型、使用部材等は取付図参照

小鹿野文化センター　舞台音響設備改修工事
小鹿野町
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パッチパネル

パワーアンプ

入出力パッチパネル

AC100V入力
分電盤より

サイドスピーカー

（下手） （上手）

N4 N4

N4

トランス部

A-01

スピーカー

出力

N4

N4

N4

N4

メイン電源制御部

各機器へ

下手袖コネクター盤(既設) 上手袖コネクター盤(既設)

2

舞台奥

スピーカーコネクタープレート

上手壁

1
Ｍ

1

下手壁
Ｍ

1

1

Ｍ 2 Ｍ 2

Ｍ
2

8
8

1 8

マイクコネクタープレート

舞台床マイク
コネクターボックス

舞台前

下手通路

スピーカーB

スピーカーB

スピーカーA

スピーカーA

音声ライン

制御ライン

電源ライン

（マイク／ライン／
XLR3-31タイプコネクター

XLR3-32タイプコネクター

トグルスイッチ

＜　凡　例　＞

既設機器

　インターカムライン）

NL4タイプコネクターN4

　スピーカー／

ACコンセントプレート

DC24V入力
非常放送制御信号より

収納架

既設線

上手袖コネクター盤(既設)

固定はねかえりスピーカー

（下手） （上手）

A-02

4

F

N4

N4

N4
2

8

22
L

調光系スピーカー

N4

N4

N4

N4

スピーカーA

デジタル音声ライン

無停電電源

メイン電源制御部より

システム系統図

図面番号縮 尺工事名称

図面名称

003

設計番号

訂　正

A1:　―

A3:　―

A

1
Ｍ

1
Ｍ

1

1

2

ワイヤレスアンテナ

ミキサー

舞台袖簡易ミキサー（既設）

移動型置台

STEREO IN-2

MIC/LINE IN　16
OMNI OUT　　 16
STEREO IN　　 2

電源ユニット

STEREO IN-1

OMNI OUT15-16

各機器へ

AUX OUT　　　20
MATRIX OUT　　4

OMNI OUT1-8

LAN

N4

N4

N4

N4

N4

N4

N4

N4

N4

N4

N4

N4

入
出
力
カ
ー
ド
B
(
出
力
)

入
出
力
カ
ー
ド
B
(
入

力
)

C-01

N4 N4

B-02

2

2

D

N4

N4

N4

N4

B-03

インターカム子機へ

8 NK27タイプコネクター

2

LANスイッチ

LANスイッチ

入
出

力
カ
ー
ド
A
(
出

力
)

L

ロビー系スピーカー

楽屋系スピーカー

スピーカーB

サブウーハー サブウーハー

客席壁

AES/EBU

8
1 8

ST CH INPUT-1～4
8

ST INSERT-L,R
2

GROUP SUB IN-1～8
8

ST SUB IN-L,R
2

AUX SUB IN-1～8
8

MATRIX SUB IN-L,R
2

CUE SUB IN-L,R
2

2TR IN1-L,R
2

2TR IN2-L,R
2

2 2

2 2

2

2

2

2 2

2 2

2

ST OUT-L,R

AUX OUT-1～8

MATRIX OUT-1～6

GROUP OUT-1～8

OSC OUT

入
出
力
ポ
ー

ト
(
出

力
)

入出力ボックス

Dante

Dante

14

MONITOR OUT-L,R

MATRIX OUT-7,8

PS

調整卓電源

LANスイッチへ

2

N4
3

N4
3

(プレート交換)

B-01

D

開演ブザー装置

D
S
P

D
S
P

F

F

F

F

F F

上手通路

正面吹抜

パワーアンプ

リレー

L ラインコネクタープレート

Ｓ
2

Ｓ
2

楽屋1 楽屋2

テーブルタップ

機器収納架2

エアモニミキサー

ワイヤレス受信機

CDプレーヤー

デジタルリバーブ

MDレコーダー

カセットデッキ

CDプレーヤー

カセットデッキ

インターカム電源

出力制御パネル

小鹿野文化センター　舞台音響設備改修工事小鹿野町



収納架

調整卓電源

パッチパネル

システムリモートパネル

パッチパネル

パッチパネル

パッチパネル

BK

無停電電源
電源ユニット

BK

通線口
ネットワークコントローラー

LANスイッチ
LANスイッチ

通線口

1/10音響調整卓1

1/10調整室モニタースピーカー2

1/10調光系スピーカー11

機器収納架13 1/10 パワーアンプ架4 1/10

1/20プロセニアムスピーカー5

2）スピーカーB

1）スピーカーA

サイドスピーカー6

1）スピーカーA（1/20） 2）スピーカーB（1/10） 3）サブウーハー（1/20）

1/20固定はねかえりスピーカー7

1/20移動型スピーカー8 ロビー系スピーカー9

10-1）スピーカー（1/10） 10-2）音量調整器（1/5）

コネクター盤類12

1）スピーカーコネクタープレート 2）ラインコネクタープレート

1/5

楽屋系スピーカー10

9-1）スピーカー（1/10）

3）ACコンセントプレート

工事名称 縮 尺

004

図面名称

図面番号

設計番号

訂　正

A3:　－ 

A1:　－ 

機器姿図

端子部

メイン電源制御部

出力トランス部

スピーカーパッチパネル

収納架

スピーカー出力制御部

BK

入出力ボックス

デジタルプロセッサー

入出力パッチパネル

BK

開演ブザー装置

BK

BK

BK

BK

パワーアンプA

パワーアンプA

パワーアンプB

パワーアンプB

パワーアンプB

パワーアンプC

既設機器

BK：ブランクパネル BK：ブランクパネル

1）パワードスピーカー 1）スピーカー

BK

1322 900

3
8
5

6
8
0

630

1
3
9
7

560 600

570 630

2
0
0
0

179 208

2
7
9

257 341

5
8
0

257
5
8
0

341

224 205

3
5
2

580 700

4
9
0

450 460

7
6
1

409 393

6
4
6

324

70 6

1
2
0

670

1
2
0

116 6
1
2
0

116 6

1
2
0

小鹿野町 小鹿野文化センター　舞台音響設備改修工事



空調機械室

階段

男子便所

ドライエリア

階段

女子便所

1 2 3 4 5 6 7

A

B

D

F

G

I

K

L

9
00

0
5
5
00

55
0
0

5
5
00

5
50

0
55

0
0

3
50

0

工事名称 縮 尺

005

図面名称

図面番号

設計番号

訂　正

A3:1/200

A1:1/100

B1階平面図

8 9

9000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000

UP

CL

固定はねかえりスピーカー

パワーアンプ架

FB

AMP

凡  例

名　　　　　称記 号

音響調整卓(既設)MIX

機器収納架1(既設)I/O

プロセニアムスピーカーP

サイドスピーカーS

コネクター盤(既設)

スピーカーコネクタープレート

エアモニターマイク装置(既設)A

ラインコネクタープレートL

L 調光系スピーカー

ロビー系スピーカーF

楽屋系スピーカーD

音量調整器

AE1.2-3C  x1(PF16)

AE1.2-3C  x2(PF16)

ACコンセントプレート

Ｓ
2
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1 2 3 4 5 6 7

A

B

D

F

G

I

K

L

9
00

0
5
5
00

55
0
0

5
5
00

5
50

0
55

0
0

3
50

0

舞台通路

DS

階段5
通路1

前室1

DS

前室2

ホワイエ

階段室2

階段1

通路2

客席

倉庫

楽屋1 楽屋2

便所

ホール

階段

視聴覚室

映写室

前室4
湯沸室1

更衣室

書庫

前室3

階段

通路3

湯沸

シャワー

スロープ

ピアノ庫

工事名称 縮 尺

006

図面名称

図面番号

設計番号

訂　正

A3:1/200

A1:1/100

1階平面図

8 9

事務室

応接室

館長室

会議室

C

エントランスホール

階段4

DN

UP

DN

UP

DN

UP

UP

階段3

9000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000

風切室

DN

綱元

下手袖

上手袖

S

S

上手袖コネクター盤

下手袖コネクター盤

スピーカーコネクタープレート交換

サイドスピーカー更新

サイドスピーカー更新

固定はねかえりスピーカー

パワーアンプ架

FB

AMP

凡  例

名　　　　　称記 号

音響調整卓(既設)MIX

機器収納架1(既設)I/O

プロセニアムスピーカーP

サイドスピーカーS

コネクター盤(既設)

スピーカーコネクタープレート

エアモニターマイク装置(既設)A

ラインコネクタープレートL

L 調光系スピーカー
DD

F F

F F

ロビー系スピーカーF

楽屋系スピーカーD

音量調整器

AE1.2-3C  x1(PF16)

AE1.2-3C  x2(PF16)

CL

ACコンセントプレート

Ｓ
2

Ｓ
2

スピーカーコネクタープレート交換

Ｓ
2

EM-4S12F　x1(E31)

EM-4S12F　x1(E31)

AE1.2-3C　x1(E19)

AE1.2-3C　x1(E19)

AE1.2-3C　x2(E19)
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1 2 3 4 5 6 7

A

B

D

F

G

I

K

L

客席上部吹抜

舞台上部吹抜

投光室2

排風機室2

放送室

映写室

調光室

階段

投光室1 排風機室1

階段

階段

工事名称 縮 尺

007

図面名称

図面番号

設計番号

訂　正

A3:1/200

A1:1/100

2階平面図

DN

UP

8

図書室

書庫2

エントランスホール

上部吹抜

トップライト

DN

FB

FB

Ｌ

Ｌ

固定はねかえりスピーカー更新

固定はねかえりスピーカー更新

AMP

I/O

M
I
X

F

F

F

A

A

C

CL

L

L

固定はねかえりスピーカー

パワーアンプ架

FB

AMP

凡  例

名　　　　　称記 号

音響調整卓(既設)MIX

機器収納架1(既設)I/O

プロセニアムスピーカーP

サイドスピーカーS

コネクター盤(既設)

スピーカーコネクタープレート

エアモニターマイク装置(既設)A

ラインコネクタープレートL

L 調光系スピーカー

ロビー系スピーカーF

楽屋系スピーカーD

音量調整器

AE1.2-3C  x1(PF16)

AE1.2-3C  x2(PF16)

ACコンセントプレート

Ｓ
2

(E31)

EM-4E6AT x2(MMA)

EM-EEF1.6-2C　x1(MMA)

EM-4E6AT　x2(E19)

EM-4S12F　x1(E31)
AE1.2-3C　x1(E19)

EM-4S12F　x1(E31)
AE1.2-3C　x2(E19)

AE1.2-3C　　x4
EM-4S12F　　x2
既設WD

EM-4E6AT　x2(E19)

AE1.2-3C　x1(PF16)

6000 6000 60009000 6000 6000 6000

9
00

0
55

00
35
0
0

55
00

5
50

0
55

00
5
50

0
1500
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1 2 3 4 5 6 7

B

D

F

G

I

K

CL

工事名称 縮 尺

図面名称

図面番号

設計番号

訂　正

A3:1/200

A1:1/100

3階平面図

シーリングスポット

センタースポット
P

プロセニアムスピーカー更新

DS

C

DS

固定はねかえりスピーカー

パワーアンプ架

FB

AMP

凡  例

名　　　　　称記 号

音響調整卓(既設)MIX

機器収納架1(既設)I/O

プロセニアムスピーカーP

サイドスピーカーS

コネクター盤(既設)

スピーカーコネクタープレート

エアモニターマイク装置(既設)A

ラインコネクタープレートL

L 調光系スピーカー

ロビー系スピーカーF

楽屋系スピーカーD

音量調整器

AE1.2-3C  x1(PF16)

AE1.2-3C  x2(PF16)

ACコンセントプレート

Ｓ
2

AE1.2-3C　　x4
EM-4S12F　　x2
既設WD

貫通φ100

OB404

貫通φ50

EM-4S12F　x1(E31)

EM-4S12F　x1(E31)
AE1.2-3C　x1(E19)

AE1.2-3C　　x3
EM-4S12F　　x2

既設ケーブルラック

AE1.2-3C　x1(PF16)

AE1.2-3C　x2(E19)

EM-4S12F　x1(E31)
AE1.2-3C　x2(E19)

55
00

5
50

0
55

00
5
50
0

5
50

0

9000 6000 6000 6000 6000 6000
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1 2 3 4 5 6 7

1FL

+3,800
1FL

+8,500
1FL

+14,600
1FL

+18,000
1FL

舞台
客席

放送室

前室

女子便所

ホール断面図

図面番号縮 尺工事名称

図面名称 設計番号

訂　正

A1: 1/60

A3:1/120

シーリングスポット

センタースポット

すのこ

サイドスピーカー

音響調整卓（既設）

既設サランネット開口

既設吊り受け材

既設サランネット開口

パワーアンプ架

スピーカーA

34
0
0

6
10

0
47

00
38

00
20

0

65
00

10
00

45
0

1
52

0

700

15
00

1500 6
65

860

3150 2850

9000 6000 6000 6000 6000 6000

プロセニアムスピーカー

スピーカーB

小鹿野文化センター　舞台音響設備改修工事小鹿野町 009



6

G

工事名称 縮 尺

図面名称

図面番号

設計番号

訂　正

A3:1/40

A1:1/20

放送室機器配置図

音響調整卓（既設）

パワーアンプ架

機器収納架2

放送室

機器収納架1（既設）

配線ダクト（既設）

6

1FL+8,500

音響調整卓（既設）

パワーアンプ架

配線ダクト（既設）

a

映写室

a

a a 断面図

15
00

570

1500

26
00

56
0

630

1322

9
00

6
30

630

20
0
0

010小鹿野文化センター　舞台音響設備改修工事小鹿野町



工事名称 縮 尺

011

図面名称

図面番号

設計番号

訂　正

A3:1/40

A1:1/20

プロセニアムスピーカー取付図

既設吊り受け材

既設サランネット開口

キャットウォーク

CL

既設サランネット開口

遮光フェルト

中間フレーム(新設)

既設吊り受け材

スピーカーA

スピーカーB1FL+8,500

32

断面図 展開図

1500

795

1200

580

6000

860

66
5

15
00

700

受金具(新設)
L50x50x5t OPL50x50x5t OP

プロセニアムスピーカー

スチールワイヤー Φ4

アイボルト M12

中間フレーム(新設)
L50x50x5t OP

スチールワイヤー Φ4

アイボルト M12

プロセニアムスピーカー

小鹿野文化センター　舞台音響設備改修工事小鹿野町



工事名称 縮 尺

012

図面名称

図面番号

設計番号

訂　正

A3:1/40

A1:1/20

サイドスピーカー取付図

2

3

D

倉庫

花道

ｂ

ｂ

b b 断面図

花道

倉庫

スピーカーA

スピーカーB

既設サランネット開口

サブウーハー

キャスター台

遮光フェルト

580

700

≒
15

80

700

45
0

15
2
0

3000

60
00
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空調機械室

階段

男子便所

ドライエリア

階段

女子便所

1 2 3 4 5 6 7

A

B

D

F

G

I

K

L

9
00

0
5
5
00

55
0
0

5
5
00

5
50

0
55

0
0

3
50

0

工事名称 縮 尺

013

図面名称

図面番号

設計番号

訂　正

A3:1/200

A1:1/100

B1階平面図（撤去）

8 9

9000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000

UP

CL

固定はねかえりスピーカー（撤去）

パワーアンプ架（撤去）

FB

AMP

凡  例

名　　　　　称記 号

音響調整卓(既設)MIX

収納機器架1(既設)I/O

プロセニアムスピーカー（撤去）P

サイドスピーカー（撤去）S

コネクター盤(既設)

エアモニターマイク装置(既設)A

機器・配線配管撤去

配線引き抜き後管路再使用

配管配線撤去

機器残置又は再使用

◆A

◆B

※

スピーカーコネクタープレート(撤去)Ｓ
2
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1 2 3 4 5 6 7

A

B

D

F

G

I

K

L

9
00

0
5
5
00

55
0
0

5
5
00

5
50

0
55

0
0

3
50

0

舞台通路

DS

階段5
通路1

前室1

DS

前室2

ホワイエ

階段室2

階段1

通路2

客席

倉庫

楽屋1 楽屋2

便所

ホール

階段

視聴覚室

映写室

前室4
湯沸室1

更衣室

書庫

前室3

階段

通路3

湯沸

シャワー

スロープ

ピアノ庫

工事名称 縮 尺

014

図面名称

図面番号

設計番号

訂　正

A3:1/200

A1:1/100

1階平面図（撤去）

8 9

事務室

応接室

館長室

会議室

C

エントランスホール

階段4

DN

UP

DN

UP

DN

UP

UP

階段3

9000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000

風切室

DN

綱元

下手袖

上手袖

S

上手袖コネクター盤

下手袖コネクター盤

サイドスピーカー撤去

サイドスピーカー撤去

固定はねかえりスピーカー（撤去）

パワーアンプ架（撤去）

FB

AMP

凡  例

名　　　　　称記 号

音響調整卓(既設)MIX

収納機器架1(既設)I/O

プロセニアムスピーカー（撤去）P

サイドスピーカー（撤去）S

コネクター盤(既設)

エアモニターマイク装置(既設)A

CL

機器・配線配管撤去

配線引き抜き後管路再使用

配管配線撤去

機器残置又は再使用

◆A

◆B

※

※

※

S

S

Ｓ
2

Ｓ
2

スピーカーコネクタープレート(撤去)Ｓ
2
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1 2 3 4 5 6 7

A

B

D

F

G

I

K

L

客席上部吹抜

舞台上部吹抜

投光室2

排風機室2

放送室

映写室

調光室

階段

投光室1 排風機室1

階段

階段

工事名称 縮 尺

015

図面名称

図面番号

設計番号

訂　正

A3:1/200

A1:1/100

2階平面図（撤去）

DN

UP

8

図書室

書庫2

エントランスホール

上部吹抜

トップライト

DN

FB

FB

固定はね返りスピーカー撤去

固定はね返りスピーカー撤去

AMP

I/O

M
I
X

A

A

C

CL

※

※

※

※

固定はねかえりスピーカー（撤去）

パワーアンプ架（撤去）

FB

AMP

凡  例

名　　　　　称記 号

音響調整卓(既設)MIX

収納機器架1(既設)I/O

プロセニアムスピーカー（撤去）P

サイドスピーカー（撤去）S

コネクター盤(既設)

エアモニターマイク装置(既設)A

機器・配線配管撤去

配線引き抜き後管路再使用

配管配線撤去

機器残置又は再使用

◆A

◆B

※

スピーカーコネクタープレート(撤去)Ｓ
2

35
0
0

55
00

5
50

0
55

00
5
50

0
55

00
9
00

0

9000 6000 6000 6000 6000 6000 6000

1500
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1 2 3 4 5 6 7

B

D

F

G

I

K

CL

工事名称 縮 尺

016

図面名称

図面番号

設計番号

訂　正

A3:1/200

A1:1/100

3階平面図（撤去）

シーリングスポット

センタースポット
P

プロセニアムスピーカー撤去

DS

C

DS

※

ケーブルラック（既設）

固定はねかえりスピーカー（撤去）

パワーアンプ架（撤去）

FB

AMP

凡  例

名　　　　　称記 号

音響調整卓(既設)MIX

収納機器架1(既設)I/O

プロセニアムスピーカー（撤去）P

サイドスピーカー（撤去）S

コネクター盤(既設)

エアモニターマイク装置(既設)A

機器・配線配管撤去

配線引き抜き後管路再使用

配管配線撤去

機器残置又は再使用

◆A

◆B

※

スピーカーコネクタープレート(撤去)Ｓ
2

55
00

5
50

0
55

00
5
50
0

5
50

0

9000 6000 6000 6000 6000 6000
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